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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Blicl〈　auf　die　　mittelhochcieutsche
　　　　　　　　　Satzlehre　im　Vergleich　ztl　der　neuhochdeutschen．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kurze　Sldzze）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shunji　KUMAGAI
　　　In　der　nachfolgenden　Abhandlung　werden　einige　Hauptpunkte　der　deutschen
Satzlehre，　n2imlich　die　Wortstellung，　der　Artikel，　die　Kasus，　die　abhangige　Rede　und
der　Konjunktiv　betrachtet．　Und　zwar　wird，　auf　die　Vergangenheit　zur6ckgegangen，
geschichtlich　betrachtet　und　in　den　Umrissen　beschrieben，　wie　sie輌n　den　fruheren
Zeiten，　besonders　im　Mittelhochdeutschen　gebraucht　waren　und　durch　welchen
Entwick！ungsprozeB　sie　zum　gegenwtirtigen　Gebrauch　gekommen　sind．
　　　Vergleicht　man　die　Satzlehre　des　Neuhochdeutschen　mit　derjenigen　des　Mittel－
bochdeutschen，　so　zeigen　sich　groBe　Unterschiede　zwischen　Einst　und　Jetzt．　1）as
Mi仕e工hochdeutsche　mag　uberhaupt　a1s　d｛e　Sprache　zum　Vortragen，　das　Neuhoch－
deutsche　als　die　Sprache　zum　Lesen　bezeichnet　werden．
　　　Das　den　Regeln　nach　im　Neuhochdeutschen　als　Ausnahme　Angesehene　war
frliher　einerse三ts　nicht　immer　Ausnahme，　sondern　Norrn。　　Andrerseits　gibt　es
manches，　das　sich　im　Verlauf　der　Entwicklung　vδ11ig　verXndert　hat．　Im　allgemeinen
aber　hat　der　frUhere　Sprachgebrauch　noch　immer　starken　EinnuB　auf　den　jetzigen．
　　　Dieser　Verh註1tnisse，　wenigstens　der　Hauptpurlkte　der　mittelhochdeutschen　Satzlehre
kundig　zu　sein，　ist　insbesondere　f丘r　den　Lehrenden　wichtig，　um　das　Neuhoch－
deutsche　klar　zu　verstehen　und　immer　richtiger　zu　lehren．　Dieser　Gesichtspunkt
ist　ftir　die　nachfolgende　Abhandlung　bestimrnend；dieselbe　ist　hier　nur　als　vortaufige
Skizze　gedacht　und　beschrankt　sich　also　darauf，　den　Hauptz6gen　nachzugehen．
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　　Die　WOrtstellung
　　　　Mittelstellung，　Anfangstellung，　Endstellung　des　Verbums
　　　　Psychologisches　Stellungsgesetz
　　　　Rhythmi＄ches　Stellungsgesetz
　　　　Gerade　Fo正ge
　　　　Anfangstellung　des　Verbums　im　Aussagesatz
　　　　Das　Satz　einleitende，，es”
　　　Endstellung　des　Verbums　im　Hauptsatz
　　　Ungerade　Folge
　　　Endstellung　des　Verbums　im　Nebensatz
　　　Ursprung　des　Nebensatzes
　　Der　Artikel
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’t
　　　Ursprung　des　Artikels
　　　Verschmelzung　des　Artikels　mit　der　Prapos元tion
　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　Auslassung　des　Artil（e1s　im　Mittelhochdeutschen
　　Die　Kasus
　　　Genitiv，　Dativ，　Akkusativ
　　Die　abhangige　Rede
　　　C◎nsecutio　temporum
　　　Freiheit　in　der　Wahl　des　Konjunktivs
　　Der　Konjunktiv
　　　Kein　Konditionalis　im　Mittelhochdeutschen
　　　Gebrauch　des　Konjunktivs　der　Imperfektformen　im　Mittelhochdeutschen
　　　Umschreibungen　des　Konjunktivs　im　Neuhochdeutschen　mit　dem　Indikativ，　dem
　　　　　Hilfsverb　und　dem　Infinitiv　mit　zu
　　　　　　　　　　　　～一一一一一v－V∨∨－VNA／S－VVW一　　二…－wWV∨～一一一∨一∨、
　　　近期高地1ごイツ語（NeuhochdeUtsch・略・Nhd・1500年より現代におよぶ標準的ドイツ語）
は古期高地ドイツ語（Althochdeutsch．略．　Ahd．750－1100の標準的．ドイツ語）と中期高地ドイ
ッ語（Mittelhochdeutsch．略．　Mhd．1100－1500の標準的ドイツ語）につづv・て稜展して？現
．在，ドイツ語と呼ばれているものである．通常，Ahcl．とMhd．との限界は1100年頃に，　Mhd・
とNhd．との限界は1500年頃にされてレ・るが，無論，その推移は全く緩慢なものであった．言語
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史的には，Nhd．からさらに初期の近期高地ドイツ語（Fr丘hneuhochdeutsch．略．　Fr6hnhd．）
が細別されて，その時代はおよそ15世紀，16世紀であったから，本來の意義のNhd．の時代は
まつ17世紀からかぞえられる．ただし文皐史的にはNhd．の時代は近代の開始と同時にはじまっ
ている．このNhd・の文章論の若干の主要黙として，ここに「配語法」，「冠詞」，「格」，
「間接話法」，「接績法」をとりあげて，これらを歴史的に大体，Mhd．まで遡及して素描する
ことにする．
　　　　　　　　　　　　配　語　法　（斑⑰Wo崩継1un9）
　　ドKツ文の配語法は，例えば，フランス文のように嚴格に拘束されていないが，そのかわり
に複雑多様である．もっとも一定の規準線はそれぞれの時代を通じて引かれている、しかし畿多
の自由がひとしお制限されてきて，散文は多くの自由を失った。これに反して詩文は古い自由を
保持したばかりでなく，さらに新しV・自由すら創りだしている．
　　Nhd．の配語法は，主語，動詞の文中の位置を基準として，主文では正置法と倒置法．副文
では疑置法である．動詞を中心にして配語法を考察すると，動詞は正置法では中置（Mitte1－
stellung），倒置法では前置（Anfangstellung），または中置，既置法では後置（Endstellung）
である．從って動詞を基準にした配語法は前置法，中置法，後置法となる．
　　Mhd．の散文の配語法はNhd．のそれとさして相違なく，正置法ラ倒置法，既置法であっ
た．これにくらべて詩文，特に英雄叙事詩，懸愛詩では現今よりもはるかに多くの配語の自由が
許されてV・た．
　　Nhd．の詩文にはMhd．の詩文が所有していた配語の自由の若干がひきつづいて生きてい
る．そしてその存績を促進してきたものは民謡である．すなわち，1）任意の附加語的二格が，
これを交配する名詞の前におかれる可能性が廣範園にぴろげられてV・る．seineτHande　Werk
2）しかし形容詞，物主代名詞は名詞の後におかれてもよいことになってV・る．これは概して韻
律に基V・ている．R6slein　rot
形容詞はMhd．ではしばしば後置されて，通常，語尾褒化しなかった．　die　snellen　rfter
Iobesam（die　starken　lobesamen　Ritter）；ein己nec宴《ch　unde　h6r（eln　machtiger　und
．vornehmer　K6nig）．　Nhd．では後置は詩的用語に限定されていて，　Uhland（1782－1862）以
來クー般に行rk）　．t’しだした．
3）主文においても動詞は文末におかれてよい．これもとりわけ韻の闘係によっている．との配
語は近時V・ちじるしく後退してV・るが，全く漕失したわけではない．zu　lieben　er　anfing．
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正置法：Der　von　KUrenberg．　Ich　stu・nt　mir　nehtint　spate　an　einer　zinnen．（ICh
staRd　gestern　Nacht　spat　auf　einer　Zinne．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ｛到置法：Dietm．ar　von　Eist．　　Uf　den　linden　obene　da　s盒nc　ein　ldeinez　voge正11n．（Auf
der　Linde　oben　da　sang　ein　kleines　V6gelchen．）
迂置法：SpervogeL　Ich　hδrte　sagen　daz　der　Rin　hie　vor　ln　engen　ftirten　f16z．（lch
h6rte　sagen，　daB　der　Rhein　hier　vorher　in　einem　engen　Bette　floS．）
Memloh　von　Sevelingen．　Ich　sach　boten　des　sumeres：daz　waren　blu6men　als6　r6t．
weistu，　schoene　frouwe，　waz　dir　e’in　ritter　enb6t？verholne　sfnen　dienst．（lch　sah　den
Boten　des　Sommers．　Das　waren　ro’te　sch6ne　Blumen．　WeiBt　du，　sch6ne　Frau，
wie　dir　ein　Ritter　verhohlen　seinen　Dienst　entbot？）’
Namenloses　Lied．　Mir　hat　eill　ritter　sprach　e2n　wfp　gedient　n合ch　dem　wi王1en　m“m．
（Mir　hat　ein　Ritter，　sprach　eine　Frau，　nach　meinem　W田en　gedient．）
　　Nhd・の叙蓮文（Aussagesatz）をみてみると，文頭に人または物の呼稽が立つ（Subjekt）．
その女に勤作，歌態，扇性を示す語がっつく（Finites　Verb）．最後に動作が誰にまたは何にお
よんでレ・るかをあらわす文章部分が附加される（Objekt）．文はしばしば「所h　「時」ヵ「方
法」などの規定詞によって縁どられる（Adverb）．この配語順は昔からうけつがれてきたもの
で勤詞は中置法である．すなわち，文におv・て第一番目の，最強の音勢位置（Tonstelle）の次
が動詞の慣用的位置となっている．これは文中の動詞形には名詞形より弱い音勢が與えられるか
らである．配語順は心理的（論理的）1観顯と律動的（音樂白勺）槻鮎から考えられる．
　　談話者の意識に先つのぼって，言語的表象をうながした概念は，やはり先づ第一に語ipださ
れる．この概念はもっとも重要であってラその言語的表象は文において最強の音勢をもつもので
ある．かくして音勢順列（Tonfolge）は，根底となってV・る概念の重要性に慈じて，すなわち
諸概念が談話者の意識の申に浮ぴあがる順序に鷹じて整頓される．とれが心理的配語法則（Psy－
chologisches　Stellungsgesetz）である．それ故に補足疑問文（Er頭nzungsfrage．　WorC
frage）は疑問代名詞（疑問副詞）をもって，　決定疑問文（Entscheidungsfrage．　Satzfrage）
は動詞をもって（Kennt．　ihr　den　Kapitan　von　U　9？），命令文も動詞をもってはじまる．叙
述文は主語をもって通常はじまるがラこれは主語が，そのものについて何らか陳遠されねばなら
ぬ概念の表現として立つからである．
　　文の第二番目の音勢位置は，第二番目の強さの音勢のおかれた語にあてがわれていなV・．第
一番目のク最張の音勢位置はジ磁鐵と同様に，弱い菅勢のおかれる語かク全く昔勢のおかれない
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語をひきつけるものであるから，これらの語が丈中，第二番目の位置を占める．この後に第二番
目の彊さの音勢をもつ語，それから第三番目の強さの音勢をもつ語がつづくことになる．とれが
律動的～音樂的配語順，すなわち律動的配語法則（Rhythmisches　Stellungsgesetz）である．
通常の叙述文（Ein　Freund　verriet　mich．）におV・てはこの律動的配語順序が慣用的となって
．いる．
　　　　　　　　　　　　正　　　置　　　法　　（G｝e㌘a翻o　欝o賀9e）
　　主語．客語（定動詞），補足語の三要素からなる叙述文の普通の配語は，主語，客語（定動
詞），補足語の順序となって，動詞は中置法である．この順序の配語が正置法である．叙述丈に
おいて動詞が文頭に立つ前置法，文末に立つ後置法はV・すれも偶登的のものである．
　　古V・時代には叙述文においても動詞は文頭に立っことができた．Hildebrands1ied．　want
er　do　ar　arme　wuntane　bouga（er　wand　vom　Arme　gewundene　Ringe）．との配語順
の遺風として，現今，次の言い廻し方がある．WeiB　der　Himme］（Gott）．叙述文におV・て
この動詞の前置は古い時代においても恐らく臨機的に行われたものにすぎないで，動詞がとりわ
け強調されたときにかぎられたものであろう．詮遠する叙述文において特に好んで動詞が前置さ
れたことは，無論これをもって出來事が殊に容易に強調されるからである．この動詞の前置法は
文休論上普逓化されることなく，また廣範園に用レ・られるに至らなかった．しかし通俗的物語は
これを永らく保持した．Sprieht　zu　ihm　das　Weib．またMarchenが用レ・た．　Sprach　der
K6nig．　Fr5hnhd．はこの前置法をとりV・れた．　Spxaeh　das　wyb：wie　war　das？今日まで
前置法は民謡におV・て保存されてV・る．Sprach　zu　mir　das　sch6ne　Weib，　hast　ja　doch
ein　Herz　im　Leibe（Lindenwirtin）．またNhd．の詩文には時として前置法が見出される．
Steht　ein　Kirchlein　im　Dorf．
　　Mhd．の救蓮文では動詞が文頭に立ったとき，形式的主語ez（es）がさらにその前におかれ
た．すなわち前置法は文体論上保持されたものの，Mhd．以來，文章詮上華かに活用されること
なく，物語には代名詞箪藪三人稻中性の文を導くez（es）が用V・られて動詞の前置を無力化し
はじめた．　Nibelungenlied．　ez　wuohs　in　Burgonden　ein　schcene　magedin（es　wuchs
im　Burgundenland　ein　sch6nes　Mtidchen　heran）．全く形式的なez（es）は，動詞の文頭
の位置を目立たぬようにするもので，意味の顯では阜なる虚麟にすぎなv・ため，論理上の主語が
複藪であるときにさえ用V・られる．　Es　sehauen　vom　Wappenschilde　die　L6wen　so
traulich　mich　an．　なお，特に嚴かな命令文ではesをもって動詞の前置が被覆される．　es
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f義rchte　die　Gδtter　das　Menschengeschl6cht．
　　動詞が前置法となる文は次の通りである．正規の決定疑問文では動詞が文頭に立つ．Hδrt
ihr　Jehovah’s　Donner　？　命令文の動詞が文頭に立つのは心理的，律動的に見て必然的に慣用
となった配語順である．Setze　dich　jetzt　hier　irgendwo　im　Wald，　bau’ein　Haus，　heirate，
treibe　dein　Vermδgen　um　1（Hauff）命令（願望）の接績法の動詞は文頭におかれるのが以
前には通常であった．Verh泣en　es　die　G6tter　！　Gehe　der　Herr！　次の感歎文の配語はこ
の遺風である．Hol　ihn　der　Teufel！　Beh6t　dich　Gott！　非事實の動詞形（1rreal｛s）は
現今でも前置が通例である．wa2re　diu　werlt　alliu　mfn　von　dem　mere　unz　an　den　Rln
（w5re　die　Welt　alle　mein　von　dem　Meet　bis　all　den　Rhein）．
　　動詞の後置法はNhd．では副文にのみ行われる配語法であ。て，主文には通常行われなV・．
古い時代には文体をひきたたす手段として主文にも動詞の後置法が好まれたととは推測されると
ころである．民族的救事詩はこれを支持した．Nibelungen！ied．　Slfrit　der　snelle　zuo　dem
l磁nege　trat（der　streithafte　Siegfried　trat　zu　dem　K6nige）．　この古レ・配語順の後置法
が文章論上保持されてきたのは，これが特に民衆の口に親しまれて，時代の古風な特性を表示す
るために貢織したからである．　Nibelungenlied．　dle　edle短niginne　v21　s合re　weinen
began（die　edle　Prinzessin　begann　sehr　viel　zu　weinen）．　SpervogeL　in　himelrfche
ein　htis　s鎗t（im　Hlmmelreiche　ste雄ein　Haus）．　民謡．　ein　medlin　an　dem　laden
Iag（ein　M乏igdlein　Iag　an　dem　Laden）．　Mhd．の宮廷持情詩はこの後置法の執着を絵りに
も古めかしいものとして避けるに至った．
　　HumaniSmus時代（14世紀一16世紀）になって主文においての動詞の後置法がラテン文を
標範としてまたもやドイツ散文体へ探りいれられた．これに封してとりわけOpitz（1597－
1639）は反封したが，この配語は完全には排除されなかった．Goetheもこの後置法を用いてV・
る．kriift五9　sie　auf　den　FtiBen　Steht．　　しかしSchillerの方がGoetheより多く用V・た．
　　　　　　　　　　　　倒　　置　　法　　（Vsagerade　esoRge）
　　叙述文において第一番目の，最も強調される要素は必すしも主語とはかぎらないで，他の要
素であっても差支えはなV・．しかし動詞は律動的配語法則に從って常に第二番目の位置を占める．
それ故、に主語は動詞の後につづくことになる．これが倒置法である．第一番目の音勢位置には客
語的名詞（Pradikatsnomen）が立つか，1〈riemhilt　was　si　geheizen（Kriemhild　war　sie
gehei6el1）．　また他の語が立っ．　GroS　war　meine　Freude，　a正s　ich　von　lhrem　Erfolg
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　　　　　　　　h6rte．一’Eine　Karte　habe　ich　nie　anzur｛三hren　gewagt．　　なお・，　「所」，　「時」，　「方法」
　　　　　　　　　などの副詞，副詞規定が立つこともある．1）asteh　ich　nun．　Morgen　kommt　der　Weih－
　　　　　　　　　nachtsmann．　Am　Fenster　stand　die　Mutter．
　　　　　　　　　　　倒置法は叙途文のほかに疑問文，命令支，感歎文などに見出される配語順であって，昔から
　　　　　　　　　うけつがれてきたものである．Ahd．　t6t　ist　Hiltibrant（tot　2st　Hildebrand）．　Mhd．
　　　　　　　　　mieh　v6het　min　geselle（mich　hasst　mei．n　Liebster）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ
　　　　　　　　　　　叙述文において客語が時稽の助動詞，または話法の助動詞と分詞もしくは不定法とから成る
　　　　　　　　　とき，昔から主文の配語は定動詞が第二位におかれて，分詞もしくは不定法は文末に移される．
　　　　　　　　Dieser　Lehrer　hatte　jede　Stunde　sorgf註ltig　vorbereitet・　Ich　konnte（ias　Schreckliche
　　　　　　　　　nicht　fassen．　日常用語ではしばしばこの配語方式からは素れて他の語が文末にもってこられ
　　　　　　　　　る．1ch　bin　noch　nicht　f6rtig　geworden　mit　meiner　Arbeit．　これ，はこの語がさらに詳　　　　　　’
　　　　　　　　　細に規定されるためである．Ich　bin　noch　nicht　fertig　geworden　mit　meiner　Arbeit，　clie
　　　　　ich　vor　einem　Monat　begonnen　habe．　詩文においては主として韻の闘係からこの自由が
　　　　　　　　　許されている．
　　　　　　　　　　　　　　Er　hat　ihn　erstochen　im．　dunklen　Hain
　　　　　　　　　　　　　　Und　den　Leib　versenket　im　tiefen　Rhein．（Uhland）
　　　　　　　　　　　若干の勤詞sehen，　hδren，錨hlen；hei　Ben，　Iassen，　helfen，　lehren，　lernen等および話法
　　　　　　　　　の助動詞が不定法と併用されるとき，不定法の形そのままでhabenと結んで複合時稽をつくり
　　　　　　　　　だす可能性は注目すべきことである．　Er　war　dann　gestorben，　so　wie　der　Arzt　noch
　　　　　　　　　keinen　hatte　sterben　sehen．1ch　habe　sagen　h倣en．．（現在完了）．この用法はすでにMhd．
　　　　　　　　　におv・て行われてV・たが，配語順はNhd．と異ってレ・た．　ich　h飯hoeren　sagen　＝＝　ich　habe
　　　　　　　　　sagen　hδren．　　s△　wir　hoeren　sagen　＝＝　wle　wir　erzahlen　h6ren．　故に｝1’6rensagenは
　　　　　　　　　，，聞知，風評”の意味となる．
　　　　　　　　　　　　ある種の前綴（be－，　ent－，　er－，　ver－，　zer－。・一）は古い時代から動詞に結びついて分離し
　　　　　　　　　ない（非分離動詞）．他の前綴は動詞に結びついて，命令丸主丈において｝ま分離するが，副文
　　　　　　　　　においては分離しなV・（分離動詞）．Sie　liefen　ihm．　nack　und　verspotteten　ihn．（ver．
　　　　　　　　　spotten非分離動詞．　nachlaufen分離動詞）Er　hatte　ein　schδnes　Kalb　aufgezogen，　das
　　　　　　　　　ihm　nachlief　wie　ein　Hund．　分離動詞の前綴には前置詞ab，　an，　bei，　mit，　nach，　Vor，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　zu，……があって，これらの前綴の分離動詞は副詞的意義を強調する．　Mhd．の分離動詞の例．
　　　　　　　　　abewerfen（abwerfen），　vorg盒n（vorgehen），　zuosprをchen（zusprechen）．　　sie　slugen．
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im　daz　houbit　abe（sie　schlugen　ihm　das　Haupt　ab）．　daz　man　im　daz　houbit
abeslage（dafi　man　ihm　das　Haupt　abschlage）．　なおう前置1詞durch，　hinter，泊er
um，　unterおよびそのほかのvol1，　wiederを前綴とする動詞の分離，非分離は固定してV・なV・．
すなわ’ち時として分擁フ時として非分離である．非分離のときには動詞的意義を強調する．Er
fahrt口ber（den　Flu　B）．　Das　Auto訪er斑hrt　einen　FuBganger．　Mhd．のこの種の動
詞の例．　durchvarn（durchfahren），　hinderg合n（hintergehen），6bersさhen（tibersehen），
umbegeben（umgeben），　underligen（upterliegen）．またNhd．におV・て見られる8bersetzen：
tibers6tzen；fimgehen：umg6henのように同一勧詞の分離，非分離の關係はすでにMhd．に
存していた．例．dfirchvarn：durchv6rn．　複合動詞のこの分離，非分離の閲係は数世紀にわ
たって全く漿化していない．
　　　Mhd．の動詞と結んで分離しない否定の前綴ne（en－）”nicht”は元來基飼であった．　ih
enweiz（ich　weiB　nicht）．　　これがさらにniht（nicht）によって強めら∀した．　es　ens桓
niht　kleiniu　meere（es　sind　keine　unbedeutenden　Sachen）．　最後にnihtのみが残存し
てう現今では動詞を規定する副詞として取扱われる．Der　Zug　kommt　nicht．
　　　　　　　　　　　　後　　置　　法　　ぐ目辿也趣Uu頚9　曲∋s　Verbiams）
　　　副文において動詞の慣用的位置は文末である．すなわち後置法（挺置法）で定勤詞は丈末に
くる．Den　Sonntag，　nachdem　er　vom　Tannenb8hl　zur6ckgel｛ommen　war，　ging　er　ills
Wirtshaus．　Ich　weiB　nicht，　was　das　sagen　will．　これが配語上主文との願胸相違であ
る．そのぼかの文の要素の位置は爾丈間に相違はなV・．
　　　との後置法は時として守られなV・ことがある．特に詩文ではやはり韻を考慮して他の位置を
とる．daz　diu　kttnegln　von　Engellant　leege　an　minen　armen（daPJ　die　Kδnigin　von
Eng正and　in　meinen　Armen　l義ge）．
　　　　　　Mich　fasset　ein　Verlangen
　　　　　　DaB　ich　zu　dieser　Frist
　　　　　　Hinauf　nicht　kann　gelangen
　　　　　　Wo　meine　Heimat　ist．　　　　（Ruckert）
殊に副文中に，なおも規定詞によって詳細に修飾される要素が存在するときには，やはり動詞は
後置とならなV・．damit　die　Lockspeise　sich　bew甑re　auch　bei　dem　edelsten　Wilde，
das　sie，　gute　gegbte　Jager，　anzukδrnen　gedachten．（Hoffmann）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　このような文の結び方は古詩や通俗丈においてもよく見られる．定動詞が配語法則通りに後
置されて，かえって元慢な感じを與えることをさけたものである．これは，そのすなおな自然的
表理形式のために轍こ口語で行われる．　Wenn　du　fertlg　bist　mit　deiner　Arbeit，£o
komme　zu　mir．
　　　　　　　　　　　　　　　　　副　文　の　発　生
　　主丈封副文の關係はV・つ，どうして生じたのであろうか？　主文にとって動詞の中置が慣用
的位置となったとき初めて主文，副文間の文章論上の差異が感知されたわけである．副文とレ・う
形式の褒生は，絃述文において動詞の後置が慣用的であった時代にまで遡のぼってV・るようであ
る．すなわち副文はもともと主文であったものが移行したものと推定される．副文におV・ての動
詞の文末の位置は古い時代から傳承されたもので，假定されるようにラテン文体の專らな模倣と
は考えられなV・．これは古い時代においてすでに圭文には動詞の後置が可能であったことから推
測される．從って動詞の後置法は，本來，副文に猫自のものでなかったわけである．副文を主文
に從屍させる闘係代名詞，從鳥的接慣詞は比較的後になって他の品詞から登達したものと見なさ
れている．ドイツ語には本來の闘係詞は存在しなかった．闘係文章（Re1ativsatz）は，根源的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じに遡ってみてみると，並列的に梼成された文（主文十主文）において指示代名詞dljrによって
導かれていた主文であった．換言すると從属的な關係（主文＋副文）が生じてう指示代名詞der
は闘係代名ξ司になってV、た．
　　關係代名詞および闘係副詞は吹の護展段階を経て現在に至っている．
1）翻係詞は適懸した指示詞から由來している．指示詞の大多数は闘係詞としても用いられた．
闘係代名詞：d敬（derjenige　一　welcher）．　闘係副詞：d合（da　一　wo），　dannen（daher　－
woher），　dar（dahin　一一　wohin），　drinne（darin　一一　svorin），　darumbe（darum－woru㎜）；
d6（da，　damals　一　als），　sδ（so－wie）．
2）關係詞は適慮した疑問詞（不定的）から由來して，この場合，特に一般化されている．Ahd．
では疑問詞に指示的s6が前にラ關係的sδカミ後につけられた．　sδhwer　sδ（so　einer　wie），
s6　hwedar　s△，　s6　hwelfch　s6．　Mhd．では最初のsδは，代名詞，副詞と縮合してsw酎
（wer　immer，　jeder　der），　swaz，　sweder（wer　von　zweien），　swelch（welcher三mmer），
sw合（wo　auch　imrner），　swar，　swannen，　swanne（wann　auch　immer）またはswenne
（wenn），　swie（wie　auch　immer）等の形がつくられて，第二のsδは通常，脆落してしまっ
てV・る．14世紀になってこれらの複合語を排して軍一語の疑問詞w酎（wer？），　wa．（wo？）．
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w§der，　welch等がのりだしてきたのである．これらは以前には決して闘係詞的に用V・られなか
ったものである．なお同一の代名詞，副詞が主文では指示代名詞の機能をもち，同時に副文では
驕係代名詞の機能をもつことができた．d6　kam　von　dem　ich　spr6chen　wil（da　kam　der．
von　dem　ich　sprechen　will）・
　　從溺的接績詞の根源は種々である．先づ關係副詞の一一部分がこれにかぞえられる．すなわち
「時」，「方法」の規定に用いられる．dδ（als），　swanne，　swemle（zu　jeder　Zeit，　wo），　s△
（wie，　so），　alsδ，　alse，　als（wie，　so），　sam（e），　alsam（e）（wle，　a1s　ob），　sowie（wie　auch
immer），　wande，　wan（da，　wei1），
　　とのほかの從属的接績詞は，根源的には主文に属していて，當初は諭理的に從扇文の内容を
指示するだけの規定詞であったものが）言語感畳上次第に從属文に移行させられて護生したもの
である．これは指示代名詞が關係代名詞になったのと同じ仕方である．もっとも多く用いられる
從爵的接績詞daz（da8）は本來，指示代名詞阜激中性の一格か，または四格であった．接績詞
としてdazは名詞文章，1鶴結果，目的，原困，條件，認容の諸文章を導くために用いられた．
　　　　　　　　　　　　　　冠　　’　詞　　（⑰¢r　Artikel）
　　定冠詞derはヵ同じ語を重ねてとりあげる（anaphorisch）代名詞（インド・ゲルマン語
の代名詞SO－，　to－）の機能をもっているが，この黙では指示代名詞と同一である．不定冠詞は勲
詞einである．
　　ドイツ語の冠詞はその起源を外國に褒している．ラテン文がAhd．に翻謬された際にラテ
ン語・の代名詞illeがderをもってあらわされて冠詞となったと見倣されている．　nマン語の地
域に接近した地方（例．Altfrank飽）に限ってjenerが冠詞として用いられた．これは現今で
も國境地方（例．Aachen）の方言において見出される．
　　Nhd．の冠詞は名詞と不可分離の闘係に立ってその前におかれ，名詞の性，激，格を表示する．
Mhd．では，殊に英雄綾事詩およびWolfram　von　Eschenbachの作品ではしばしば名詞，冠詞，
形容詞の順序がとられた．Gunther　der　edele（der　ed］e　Gunther）．これは固有名詞にかぎら
れずほかの名詞のときにも行われた・9・1t　da・・δt・（das　r・t・G・id）・wm　de・all・・best・
（der　beste　Wein）．この配語順はNhd．にW・ても見られる．　Nathan　der　Weise．とりわけ君
主名のときである．Friedrich　der　Grotse．　なお通俗語および詩的用語でも行われている．
der　Spitzbube　der　verfluchte；die　Stimme　die　rufende．　また固有名詞の場合に冠詞，固
有名詞，名詞の順序となった．eiR　Guntheres　mall（eln　Mann　Gunthers）．　同様に名詞り
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冠詞，固有名詞の順序がとられた．hort　d欲Nibelunges（der　Hort　Nibelungs）．冠詞（物
．主代名詞）は形容詞と名詞との間に挿入された．1迫ene　ein　man（ein　iζ6hner　Mann）．　同
一
名詞が不定冠詞と定冠詞を採った．e．ill　der　liebeste　＝＝　e輌n　der　liebesten　＝：　der　liebeste．
　　冠詞は14世紀以來，先行の前｛置詞と時として縮合するようになった．an　d6me　＝　am，　an
daz＝＝anz，　in　daz＝｛nz，　ze　dem＝zem，　ze　d邑n　＝・　z§n，　ze　ddr　＝＝　zer……．（am，　ans，　ins，　　”
ZUm，　zur　……．）
　　口語では冠詞は僅少の形をとどめる程度に先行の前置詞と縮合している．er　is　il1’Himmel
kommen（er　ist　in　den　Himme正gekommen）．
　　定冠詞は一つの圏象を同種の他の封象と櫨E別する．lch　trinke　de頁Wein　l輌eber　als　den
anderen．　無冠詞は蚕般的なものを示す．　Ich　trinke　Wein　gern．
　　不定冠詞は一種麗中の種々の代表から一つの代表を抽出する．この用法は古くから行われて
V、た．　Mhd．　sich　huop　eki　hagel　und　ein　regen（ein　Hagel　hob　sich　und　ein　Regen∋“
Nhd．　es　fiel　ei皿Reif　in　der　Fr6hlingsnacht．
　　Mhd．の冠詞の使用範園はNhd．よりも挾かった．
1）Mhd．では前置詞に支配される名詞はNhd．よりもはるかにしばしば冠詞を欠V・た．
a）一般的な意義を表示する名詞：ze　ritter　machen．　これが前置詞zeに支配されて客語と
なったときであった．また，一般的な「所」の規定詞となる名詞：6ber　s6（亘ber　die　See），
von　stade（vom　Gestade），　ze　ende　des　r1nges（am　Ende　des　Kampfplatzes）．
b）ただ一っしか’存在しない圏“象を表示して規定詞となる名詞：nu　16ne　iu　got　von　himele
（Gott　im　H’immel　belohne　euch），　in　erde（auf　der　Erde）．　同じく規定詞となって前後
の蘭係から確衰に推定される個々の封象を示す名詞：under　arm（unter　die　Arme），ze　lande
（ln　das｝leimatland）．　Nhd．にもこの影響をうけて「所」の規定詞となるものには冠詞を
欠くものがある．an　Land，　bei　Licht，　gen　Himmel，　in　Grund，6ber　Land　und　Meer，　zu
Pferd，　zu　Wasser，　zu　Bett，　zu　Wagen．　この省略はさらに搬大されて比喩的のものにまで
及んでV・る．auf　Antrieb，　in　Abrede，　mit　Ver工aub，　zu　Nutze・
2）Mhd．では形容詞または稽號をもたぬ固有名詞，および女性名の二格にはそれぞれ冠詞が欠
けた．vor　den　Kriemhilde　man（vor　den　Mannen　der　Kriemhild）．　Nhd．におV・ては
女性の國名は定冠詞を探る．die　Schweiz，　die　Tlirkei．　Mhd．の國名は通例クそこに住む民
族の名稽に從って，　von　Burgonden　Iant　Gunther　dem　rfchen（dem　machtigen　Gunther
von　BurgUnd）のように複籔二格と正antを併用してか，または複藪三格にze，　inをそえて表
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示された．ze　Sahsen（in　Sachsen）・　Mhd．ではvonを伴う「所」の規定詞は，それを支配
する固有名詞にしばしば先行したが，Nhd・では後績するのが通常である．　von　Tronege
Hagene（Hagen　von　Tronje）．
　　Nhd．では人名に定冠詞をつけて親密圏係を表示する．　der　Fritz，　die　Marie．　その他の
場合には人名に冠詞はつけられない．文語では外國の人名に限って定冠詞がつけられる．der
Diogenes．　die　Diana．　しかしGott，　Christusはキリスト教の肺ならびにその息子を意味す
るとき，冠詞は通例つけられなV・．河川名はMhd．では一格には必す冠詞がつけられ，従属格
にも概してつけられたが，前置詞を件うとき有名な河川名には冠詞が省かれることもあった．
von　Rfne（vom　Rheine）．　Nhd．にも次の用法が残ってレ・る．　Landgraf　von　Hessen
und　bei　Rhein．　　冠詞を掠った｛列．　an　den　Rln　（auf　den　Rhein　＝＝　in　das　Schiff　auf
dem　Rhein）．　合成的な意義の同格名詞は冠詞を欠V・てもよV・．後置の同格も同じである．
Gott（der）Vater，　Gott（der）Sohn．　固有名詞の場合も同檬に取扱われて，　Friedrich　der
SchmidtからFriedrich　Schmidtとなっている．しかしかって無冠詞の名詞（Gott，　Christus　≒
および固有名詞）が附加語的形容詞および稽號を伶うと冠詞をとるようになった．der　heilige
Christ，　das　sch6ne　Heidelberg．　この場合，　Mhd．では固有名詞も褒化した．　des　starken
S宝frides　hant（des　starken　Siegfried　Hand）．　Lessing　も書いている．　die　Lobspr6che
des　Kurfursten　Albrechts．　Goethe：das　Fest　des　heili　gen　Josefs、　Schiller：des　edlen
Ibergs　Tochter．　現今では語尾愛化しなV・．なお，定冠詞の後の形容詞は，　Mhd。では形容詞
の躯褒化の語尾一enを一様に探った．すなわち，　Nhd．の名詞の弱褒化の語星とee　一である．
從って7例えば女性，箪数，四格では，die　lieben　tohter（die　liebe　Tochter）．
3）Mhd．の叙事詩では一つの名詞に二格が從属するときラ概して支配する名詞は冠詞を欠いた．
gewalt　dds　grimmen　Hagenen（die　Gewalt　des　grimmigen　Hagen）．　また闘係文章
（Relativsatz）をもって修飾される名詞は冠詞を欠V・た．　si　sShen　kampf，　d§r　vor　in　was
（・ie・ah・n砲、K・mpf・der　v・r　ihn・n　w・・）・
4）Mhd．では一般的な意味の代名詞，副詞のあるとき，不定冠詞は省略されてもよかった．　nie
keiser　wart　sδrlche（kein　Kaiser　wurde　so　sehr　m2ichtig）．
　　Mhd．の不定冠詞はしばしば指示的な意義をもってdieser，　jener，　der　bekannte，　der
schon　genannteとして用V・られた．この強V・指示的意義は不定冠詞の根源であった藪詞の意味
から由來したもので，不定冠詞が問題となってV・るjenes　eine，　jenes　einzigeを表示した．
ein　k6niginne　h6r（沮e　vornehme　Prinzessin）．現今でも見られる次例の不定冠詞の用法は
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その遺風である．ein　hohes　Ministerium，　ein　1δblicher　Magistrat．
　　Mhd．の不定冠詞は物質名詞につけられた．　an　ein　gras　sitzen（auf　eine　Grasstelle
sitzen）．　不定冠詞はとりわけ比較の場合に用V・られた．　swarz，　alsam　ein　ko1（schwarz
w三eKohle），　wizer，　danne　ein　sn6（wei島er　als　Schnee）；gr6ene，　alsam　ein　grasはNhd．
ではgrdn　wie　Grasと言わ］礼るが，　Mhd．の不定冠詞は比較を一層明白にするために用V・られ
て，個々の特定のGrasf｝eckを想｛象させた．
　　　「時」の規定詞に用V・られた複敷名詞は不定冠詞をとった．　zeinen　stunden，　ze　e桓en
Pfingsten（an　einem　Pfingstfest）．　Nibelungen！ied．　Daz　was　in　einen駕tten，　d6
vrou　I－lelche　erstarp（Das　war　il／eil　el’Zeit，　als　Frau　I｛elke　starb）．　P乎びかけの呼格　　・
（Vokativ）に不定冠詞が用いられた．　genade，　eiR　k垣1eginne（gn益dige　K6nig垣！）この
不定冠詞はK’6niginが侍にすぐれ，た立派な］生質の持主であることをあらわした．この場合は定
冠詞も用いられた．ich　wil　dich　warnen，　Ilagelle，　daz　Aldri麺es　k桓t．　民族的救事詩は
奇妙にもある入をその人，自身の名前で呼ぶかわりに父，母や夫，妻の名前をもって呼んだ．daz
Siglinde　kint（Sieg12ndens　Sohn，すなわちSiegfried）．　不定冠詞が形容詞の最高級を件う
名詞に同格として用いられてう名詞は部分的二格の代りとなった．etn　daz　beste　wort（eines
der　besten　Worte）
　　　ドイツ語の冠詞の省略はやはり外國語の影饗をうけていた．ラテン語は冠詞を識らないから
純蒋にラテン語の形でドイツ文中に用いられた9・のには冠詞が欠けている．Er　sitzt　in　P亘ma．
mit　Datm．n　vom・・・…．　月名：∫anuar，　Juni，　Jttli・・・…．　また．　der　erste　Januarのような雷
い廻し方は冠詞を欠いてV・る．とれはこ格と結んだder　erste　des　Januarから褒展したもの
である．しかしラテン語から由來した名詞でもドイツ語本來の名詞と同様に取扱われると冠詞が
つけられてもよい．in　der　Prima．
またラテン語から由來した前置詞に支配される名詞も冠詞をとらなV・．　per　Adresse，　per
Dampf．公用文の名詞に冠詞の省略されることもラテン語の影響である．　Beklagter　erwidert，
Schreiber　dieses　Briefs．なお，英語，殊に英詩が18世紀にドイツ語の冠詞の省略に影響を與え
た．Meister　mu｛sich　immer　plagen．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　格　　　（匿員e　Kasm口s）
　　とこでは從鶏格（die　ob］i（1uen　Kasus），すなわち二格，三格，四格がとりあげら、れる．
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　　　　a）二格　der　Genitiv
　　二格の用法は以前の方が現今よりもはるかに廣範團であった．漁d．はしばしば二格の代り
に前置詞を用V、るか，または同格をもって書き換えを行っている．
　　二格は通俗語ではnachts，　abends，　sommersのようにその形がくすれてきたものがある．
このことは唯一の保持されてきた二格の形式的しるし一sがすでにMhd．およびFr口lmhd．で時
として欠けてV・たことにあらわれている．des　junger，　des　wein，　unSers　gewissen（Luther）．
　　家族名にも一sは欠けてv・る．Gottfried　Keller（本來はGottfried　Kel1ers．　すなわち
Kellerg．　Sohn）．　しかし他面で一sは次のような言V・廻し方で保持されてV・る．　Wir　gehen
heute　zu　Meyers（Hausを補う）．
　　二格の形でありながら一格，四格としてあらわれるものがある．das　Dings，　das　Getus．
　　しかし丈語では二格は，名詞，代名詞，動詞等の横充（Ergtinzung）として，これらの品詞
と二格に立つものとの間の闘係をあらわす昔からの機能を保持している．藪量闘係：ein　Kelch
kalten　Wassers．　通常は二格の代りに同格が用V・られる．　ein　Sttick　Fleisch．主語的二格と
補足語的二格：die　Hおnmelfahrt　Ckrist．i．　Absender　des　Briefes．　親族舳系，所騒囲
係：der　Vater　seiner　Frau，　die　Glieder　des　K6rpers．　地名，國名からつくられた語尾一er
の形容詞も本來はこの二格であると言われる．die　Pariser　Mode　＝　d三e　Mode　der　Parlser．
強調閲係：複数の二格か，集合名詞の阜藪二格，jenes　Tuch　dleser　T6cher．
　　代名詞の二格は前置詞vonをもって書き換えられることが多い．　einer　von　denen．
　　甫ドイツの通俗語では所属闘係の二格の代りに三格が用いられて，その後に物主代名詞軍藪
三人稚がそえられる．1ch　muS　meinem　Mathes　seine　Kinder　sehen．（Mathesの子ども
たち）
　　二格は古い時代から形容詞に支配されてV、る．　des　solt　dfi　gewis　sin（des　sollst　du
gewiS　sein）．　この用法はNhd　になって昔にくらべて制限されてV・る．　eingedenk　seiner
Verdienste．
　　二格は副詞に支配される．　ただしこの種の副詞は現今，前置詞と見なされる．　auBerhalb
（innerhalb）　des　l－lauses．
　　二格はまた古い時代から動詞の搬充として用V・られてV・る．Mhd．には二格支配の動詞が多
数あったが，Nhd．になって，すなわち18世紀以來，これらの二格は四格か，または前置詞を侍う
格におきかえられているものが多V、．h6eten（htiten），　lougen（leugnen）；eines　hei王es　biten
（um　Hei正bi£ten），　des　si　ges　h百fen（zum　Sleg　helfen）．　Die　Frau　waltet｛les　Hauses
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（das　Haus）．　Der　Mann　pflegt　der　Ruhe（die　Ruhe）．
　　比較的古いNhd．の用法では二格は部分的な意義を示している．　es　schenkte　d6r　B6hme
des　perlenden　We加．
　　二格は動詞sein，　werdenと結んで客語となるとき，所有の意義をあらわす．　ir　sit　hoher
maere（ihr　seid　ber6hmt）．　ich　bin　Todes．　er　wird　anderen　Sinnes．これからしてNhd．
の省略的（elliptisch）言’レ・廻し方が生じている．　frohen（guten）Mutes，　ernsten　Sinnes．
　　二格は副詞規定に用v・られる．
「所」の規定詞：des頭des（dahin）；des　Weges．
r時」の規定詞：tages，　nahtes，　morgens，　d翫zite；desselben　Tages，　eines　Nachts
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ
「尺度」の規定詞：zweier　spannen　breit（zwei　Spannen　breit）現今の用法では四格が用レ・
られる．
　　阜数の二格は動作がそのためにおこる原因を示した．s△hilfe　ich　dir　der　reise（so　helfe
ich　dir　weg銀der　Reise）．斯る二格は時として副詞に接近した．一格danc（意思，意置，感
謝）二格dankes（随意に）一格vluc（飛ぶとと）二格vluges（速かに）
　　二格は感動を表示する動詞，形容詞に支配される．　Er　freut　sich　des　Lebens．　lch　bin
des　Sieges　froh．　これに感歎の二格が闘連する．　殊にwol，（ou）w合，　achなどの感歎詞の
後にこ二格が用いられて感歎の原因を示している．　ouwさder　reise！　weh　des　Tages！
　　Mhd．のwo1は感歎詞として人の四格，物の二格と一緒に用v・られた．　sδwol　mich　dirre
meere（so　wohl　mich　dieser　Niachrichten　＝＝　wohl　mir　ob　dieser　Kunde）．　とれに反して
w6，0wさ，　ouw6は人の三格，物の二格と併用された．爾者にしばしばsδ，時としてnu，　danne
がそえられて目下の朕況への開係を明白にした．sδw色mir　der　ktinfte　dfn（wehe　mir　ob
deines　Kommens）。nu　wo正mich　miner　vr6uden（wohl　mir　weg印meiner　Freuden）．
　　　　b）三格　der　Dativ
　　ゲルマン語の三格は，あのインド。ゲルマン語の消失した諸格，すなわち奪格（Ablativ），
位置格（Lokativ）と部分的であるが用格（lnstrumentalis）の諸機能をなおもそれ自体のうち
に一つにしている．用格はすでにゴート語においてただ個々の痕跡中に保存された格であった．
この用格がMhd．の箪数中性にだけ残存して，定冠詞はdiuで，わけても前置詞と共に用いら
れてze　diu（dazu）となり，waz？の場合にはmit　wiu？（wornlt　？）ze　wiu？（wozu？）とな
ってあらわれていたが，その他は消失してしまっていた．
　　三格は動作もしくは出來事が向ってV・る人または目的をあらわす．
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　　　三格は傾1聴か服従，利宜か損害，愛好か憎悪をあらわす動詞を援充する．zuhorchen，　dienen，
ntitzen，　schaden；gefa11en，　grollen。
　　　この三格の使用範園は以前の方がはるかに廣汎であった．　ein　jungfer　es　dem　Feuer
pflegete（Simplizissimus）．　des　Gottes，　dem　wir　beten（Klopstock）．現今ではこの三格
は，通常，四格か，または前置詞を伴う格となっている．einem　ruofen（einen　rufen），　einem
betten（einen　betten）；einem　f1さhen（zu　einem　flehen），　einem　warten（auf．einen
warten）．
　　　Mb．d．には特別に三格の再麟代名詞はなくて，人構代名詞ime，　im（ihm），　ir（ihr），　in
（ihnen）等によって代用された．　Sffrit　muoze　fUeren　die　kappen　mit　im　dan（Siegfried
mu＆te　mit　Sich　den　Mantel　von　dannen　f口hren）．　四格の再蹄代名詞はあつた．　si　buten
sich　ze　vtiezen（sle　boten　sich　zu　F面en）．　Nhd．の再麟代名詞sichの形であらわされる三
格は，「感勤，認知，わがものにする」とV・う意義の動詞とともに用V・られる・　s三ch　etwas　all－－
sehen，　denken，　tiber］egen；sich　etwas　kaufen，　erwerben・ftirchtenは16世紀頃には三格を
採った．furcht　dir　nit（G・eiler　von　Kayserberg）．規今では四格を探る．　ich　furchte　mich
vor　dem　　正111n（ie．
　　古い時代に三格だけが用いられた．場合に，すでにMhd．は前置詞の援功を必要としたのであ
ったが，Nhd．になって前置詞が用いられたのである．　古い時代の三柊だけの使用の遺物は副詞
の性質に接近した特定の表現に保存されていた．換言すると，インド。ゲルマン語の治失した奪
格，または位置格を補うために以前には副詞的三格（adverbialer　Dativ）が存在していたので
あった．　すなわち，「所」の規定詞として：manegen　enden　（all　manchen　Punkten），
beidenthalben（auf　beiden　Seiten）．　Nhd．では前置詞を伴った語が副詞規定となるのに封し
てMhd．では三格のみであった．　なお「時」の規定詞として：wSlen（t）（ehemals＞，　ntihten
（abends），　morgen　（morgens）．　　「猷況」の規定詞として：dcn　worte11（unter　der
Bedingung）
　　有盆，快適，輕快およびその反甥’の意味の形容詞は三格を支配する．angenehm，　unntitzlich。
　　比較文に用V・られた一致の三格（Dativ　des　Gleichs）は現今では治滅している．　Jedem
Gif’t，　das元ch　erprobet，　schlimmer　ist　dein　eignes　noch（Goethe）．
　　　　　c）四格　der　Akkusativ
　　現今の四格の用法はMhd．のそれと飴りいちじるしくは愛化していない．
　　非人稻的表現の際にMhd．で四格かまたは三格であったものが，　Nhd．になって三格だけに
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になったものがある．mich　hilfet（es　hilft　mir），　mich　gen亘get（es　gen慧gt　mir）．
　　　Mhd．の阜一動詞でNhd．になって複合動詞となったものもある．　einen　clagen（einen
beklagen），　einen　weinen（einen　beweinen），
　　　四杉・は他動詞を撰充するものであるが，およそ18世紀の牛以來，殊にK1opstock（1724－一一　　　　　　’
1803）の影響をうけて詩的用語では自動詞の摘充語となる傾向が生じた．ich　flehe　ttiglich　den
Tod，　den　Wechsel　des　falschen　Hofes　zu　lachen．しかし，通常，この種の自動詞はかぎら
れている．
　　　インド・ゲルマン語時代からうけつがれた二個の四格の欝造はドイツ語において現今まで存
績してV・る．1）nennen，　heiBen，　rufen，　schelten，　schimpfen，　taufen　2）lehren，　kosten．
Mhd．の二個の四格を探る動詞中，　laren，　kostenはNhd．と同じで，　Mhd．にはこのほかに
heln・ve「heln（ve「hehlen）・verdagen，　verswSgen（verschweigen）等がニイ固の四格を採った・
Nhd．の正ehren，　kostenは三格と四格を採るとともある．　Er　hat　me桓em　Sohne田e　Ge－
sch輌chte　gelehrt．
　　　Mhd．の入の四格と物の二格を採った動詞で，　Nhd・になって人の三格と物の｛猟各となつて
いるものがある．　wern（gewahren），　erlazen　（eriassen），　entwern　（verweigern）．　er
werte　s．i　d敬b硫e（er　gewahrte　ihr　die　Bitte）．　　　　　　　　　　　　’
　　　四格が動詞に潜在する意義を表示する用法はfreier　Akkusativ（自由な四格）と呼ばれる・
Schritt　gehen，　Walzer　tanzen，　BaB　singen．とれにまた四格の副詞規定としての用法が易し
ている．
「所」の規定詞としての四格：swelhen　ende　ich　k6re（nach　we1cher　Richtung　ich　mich
auch　wende、，
「時」の規定詞としての四格：ich　bin　aber　gesunt　ein　j飯（ich　bin　aber　eill　Jahr
gesund）．
　　　Nhd．では四格は專ら「｝1寺」の規定詞に用V・られる．　Wer　nie｛lie　1〈ummervollen　N艮eh・te
auf　seinem　Bette　we｛nend　saB，（Goethe）．
　　　四格は一定量を表示する（quantitativer　Akkusativ）．　Ahd．　wiht　ni　spinnent（sie
spinnen　keine　Sache．　d．　h．　nichts．）wiht　＝：　Sache，　Gegenstand．　ni　＝　nicht．
Nibelungenlied：zuo　ir　ingesinde　ein　teil　si　16te　sprach（’zu　ihrem　Hofstaate　sprach
sie　sehr　barsch）．
e垣tei1　＝＝　ein　Stgck，　etwas；sehr　vieL
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この用法はNhd．でも見出される．　Er　macht　sich　ehnen　Quark　daraus．　einen　Quarl〈　＝＝
gar　nichts．
そのほかNhd・の申性名詞化された形容詞がこの用法で用V・られる・　viel・genug・mehr・
meist・…・・．　Wilhelm　konnte　seinen　Dank　nicht　genug　ausdrucken．
　　　　　　　　　　　間　　接　話　法　　（麗斑⑰a誠岨n9ξ鱈⑭　葺圃e磁e）
　　間接話法は，ある主張，陳蓮がその根源的献況に立った談話者ではなくして，報告者によって
行われた＄のである．この報告者がまた最初の談話者と同～である場合もある．
er　sagte　im，　daz　er　waere　Liudegast　genannt（er　sagte　ihm，　daB　er　Liudegast　genannt
ware）・
sie　sagt　hie　offenlfche，　ich　sS　Sifrides　wfp（sie　sagt　da　offenbar，　ich　sei　Siegfrieds
Weib＞
Ezechiel　sagte，　er　wo正1e　die　schreckliche　Geschichte　al1en　Leuten　im　Schwarzwa｝d
erztihlen．
　　間接話法は，daz（daB）をもって主文に接績するが，　daz（daB）はしばしば昔から雀略さ
れている．その場合，文は接績詞なく，動詞は中置となって，副文の外形を備えない．從って外
形上，主文との相違は認められなくなる．しかし間接話法がd述に導かれているか否かは大し
て問題にならない．かかる丈の從騒性は動詞の接績法によって表示される．この副文に主文が挿
入されることもある．
Die　griec拍ische　F］otte　wolle　一　so　meldete　er　dem　K6nig－durch　die　Flucht　einem
Angriffe　ausweichen．
　　間接話法には古い時代から接績法が用レ・られる．この接績法の使用は，Wtihnen（Vermu－
tung）の意味の主文の動詞に支配される副文には接頑法が用いられるととに則って説明される．
si　wande，　daz　erz　h§Se　mit　sfner　kraft　getan（sie　glaubte，　daB　er　es　mit　seiner　Kraft
getan　h乏itte）．
言わぱ呈出された報告2）内容の眞疑に闘してなんらの保謹も與えられてV・なV・からである．
　　往時からMhd．の時代の絡末頃まで時繕の一致（Consecutio　temporum）の法則が行われ・
てV・た．これは従騒する副文の時穣が支配する主文のそれと同じでなければならぬことである．
主文の現在に從って副文の現在が，主文の過去に從って副文の過去がつづくことになっていた．
それ故にMhd．では主文の動詞が現在のとき，間接話法織儒現在形の撰綾法が，主文の動詞が過
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去のとき，聞接話法には過去形の接績法がつづくことになってV・た．
Neidhart．　er　spricht　daz　ich　diu　schcenst：e　sl
　　　　　　von］Beiem　unz　in　Vranken．
　　　　　　（er　spricht，　dag　ich　die　schδnste　sei
　　　　　　von　Bayern　bis　in　Franken．）
Heiエ1rich　von　Mugeln．　Ein　gans　die　spraeh，　sie　ware　ein　me呈ster
　　　　　　aller　kunst．
　　　　　（Eine　Gans　sprach，　sie　w2ire　ein　Meister
　　　　　　a正ler　Kunst．）
しかし，時稻の一致が無覗された場合もあった．　man　sage七e　minem　herren，　Kriemhik　s1
合ne　man（jemand　Sagte　meinem　Herrn，　Kriemhild　Sei　Ohne　den　Ehemann）．
　　時穂の一致の法則はNhd．になって，もはや嚴守されなくなっている．
Er　meinte，　der　tiefste　Punkt　des　deutschen　Schicksa正s　sei　wohl　tiberschritten．
しかし昔通りに主文の時穂に從って副文の時繕が規定されているものもある．
Ein　Rundfunk〕meldet，　der　Feind　sei　auf　dem　R亘ckzug．
Ein　Rundfunk　meldete，　der　Feind　w泣e　auf　dem　Rticl〈zug．
この爾者の中で，過去形はどちらかといえば好まれてさえいる形である．
　　接綾法の現在形と過去形はそれらは翼の「時」を顧慮せずにしばしば互にとりかえられる．
從って雨者の意義と使用は，爾者がその形によって属している「時」に規定されてV・ない．間接
話法では過去をあらわすために過去の接績法は決して用いられないで，現在完了または過去完了
の接績法が用V・られる．過去完了の接績法が用いられてもよいのは，いわゆる接績法選揮の自由
（Freiheit　in　der　Wahl　des　Konjunktivs）によるものである．間接話法におv・ての接絞法選
揺の自由は嚴格な規則によっているものでないが，現在の接績法の代りに過去の接績法を，現在
完了の接績法の代りに過去完了の接績法を，未來の接籔法の代りに第一約束法を用いてもよいと
いうことである．　er　sagt，　er　sei　krank．またはer　w5re　krank．同様にer　sei　krank
gewesem．．またはer　w5re　krank　gewesen・er　werde　krank　sein．またはer　w世｛le　krank
seln．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　現今，直接話法を間接話法にあらためる際に時稽は大体，吹のように取扱われる．
a）過去形の接績法は，すでに直接話法にこれがあるときに間接話法に用いられる．
b）現在形の接絞法は，直接話法の動詞が直接法であるときに間接話法に用V・られる。なお接績
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法の現在形が直接法と同形で判別のむつかしいものは接績法の過去形にあらためられる．
　　從ってNhd．の間接話法の時稽は，これを導く主文の時稽と一致するものではない．また直
接話法の時稔は間接話法のそれと必ずしも一致しない．
　　間接話法に直接法の動詞が用いられるのは，談話者が説話の内容の確賢さを信じる場合で
ある．
直接法：Glauben　S｛e，　daB　er　kommen　wird？　＝1（myself）think　that　he　wil｝come；
do　yOU　think　so　tOO？
接績法：Glauben　Sie，　daB　er　kommen　werde？　・＝I　have　a　doubt　as　to　his　coming．
What　do　you　think　about　that　？
　　北ドイツでは交際用語にほとんど現在形の接績法は使用されない．談話には過去形の接濃法
か，または直接法が用V・られる．
Er　behauptet，　er　w註re　krank．またはer　ist　krank．
　　　　　　　　　　　　ま妾　　　績　　　法　　（9ber　】K｛蝿鴫珊簸lk“v）
　　Nhd・の接績法の扱V・方はMhd．のそれと異ってきてV・る．　Nhd．では接績法の代りにしば
しば直接法が用レ・られる．また簡軍な接綾法は話法の助動詞をもって書き換えられる．なお動詞
が接績法の副文もzuを件う不定法をもって短縮される．　Mhd．にはNhd、のようにwifrdeに
よる書き換え（der　Konditionalis約束法）は存在しなかった．　この場合，一殻に過去形の接
績法が用いられた．
dienden　al正e　krδne　mir，　d酎s培ende　ich　ab（der　wikrde　ich　abstehen），
　　Mhd．は「朱來」を表現する特別の時稽形をもたなかった．　Nhd・の未來を表示する「werden
＋不定法」の表現形式はMhd．には通常見られなかった．現在が未來のかわりに用いられ，特
に未來の副詞をそえて動作の出現が未來であることを表示した．未來完了のかわ夢として現在完
了が用し・られた．daz　hSt　man　schiere　ges6hen（das　w証d　man　bald　gesehen　haben）．
未來の時穂を嚴密に表現する必要のあったときに限つて，a）助動詞so1，　wi1，　muoz　b）wer－－
denをもって書き換えられた．　ich　sol　dich　wol　beh6ete且（ich　werde　dich　sch皿beh翫en）．
しかしこれは極めて稀にしか行われなかったから，w旋deによる約束法はMhd．には存在しな
かったと言V・得る．
　　Nhd．の過去形の接績法は，過去の，または完了した出來事をもはや意味しない。過去形の
接績法は，現在形の接演法と間接話法においてとそ等贋値に用いられるが，過去形の接績法は非
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事蟹（lrrealitz1t）を表示するものであるから，賓現性，可能性を表示する現在形の接績法とは話
法的意義の瓢で麗別され，時稻的にはもはや1董捌されなv・・
　　Mhd．においてもすでに過去形の接績法は，現在の，もしくは未來の非事宴として考えられ
た出來事を表現するために用V・られていた．しかし過去形の接績法から「過去的」な意舅ミはまだ
完全に治失していなかった．1）適去形D接績法は非事宴と同時に過去を表現することができた
のである．故に假定を意味する副文において，Nhd．では過去を意味する過去完了の接績法しか
用レ・られなV・場合に，Mhd．では・過去D接演法が用いられた．　und　Saehe　ez　niht　her　Hart－
muot（und　k五tte　es　Herr　IIartmut　nicht　gesehen），　ir　w∂ere　ir　houbet　da　benQmen．
2）過去の接績法は，副文におレ・て過去の，または完了した出來事をしばしば表現した．
a）現在完了（過去）．ich　enweiz　waz　in　s2t　geschaehe（ich　weiB　nicht，　was　ihnen　nach－
her　geschehe丑sei）．
b）過去完了．d6r　wirt　wart　an　dem　morgen　baz　gemuot，　danne　er　d合vor　wacre（der
Hewirter　war　an　dem　Morgen　besser　wohlgemut，　als　er　dort　vorher　gewesen　w五re）．
　　叙述文におV・てMhd．の過去形の接績法は，　Nhd・と同じく非事籔をあらわした．§z　Wacre
unz　n6t　・・es　Wre　uns　not．これは上述の通り，Mhd．ではまだes　wurde　uns　not　sein．
と書き換えられなかった．過去形の接績法はまた疑惑をあらわした．　wer　Wacre　daz？（wer
W註re　das？）
　　現在形の接績法は，三人稻および複藪一人稽への命令に用V・られた．er　tuo　s△（er　soll
so　tun）．1ユ6　r盒men　ouch　wir　den　tan（nun　laBt　uns　auch　den　Tannenwald　ver1assen　r
この命令の接績法はしばしば阜なる願望をあらわすために用いられた．got　h6ete　din（Gott
bewache　dich）．
　　現在形の接績法は，そのほかに阜なる認容をあらわした．　daz　s1（das　mag　sein，　ich
habe　nichts　dawider）．　願望の冥現が不可能か，すくなくとも見込のうすレ・ときには過去形の
接績法が用レ・られて，前置法となった．　ouwS，　gesaehe　ich　si　under　kranz！　（ach，　h5tte
ich　sie　unter　dem　Kranze　gesehen！）
願望の萱現が可能と見倣されるときには現在形の接績法が用V、られた．　上記の用法はいずれも
Nhd．のそれと相蓮はなかった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
願望文にはNhd．でmδgenが用v・られる場合に，　Mhd・ではmtiezen（m6ssen）力覇V・られ
た．als工iebe　mUeze　unz　noch　geschehen（so　m6ge　die　Freude　uns　noch　zu　teil　wer．den）．
Mhd．は願望または命令の表現をwan（warum　nicht）をもった疑問文をもって行った．　wan
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mtigen　si　iEl　raten　？　＝＝　warum　raten　sie　ihnen　nicht　？　＝　mδgen　sie　ihnen　doch　raten．
　　動詞が接績法か，または命令法の主文に從属する副丈には，まだ蜜際に決定されない假定的
行爲が問題となるとき，接演法が用V・られるのが通常であった．swer　samt　mir　var　von　h6s，
d6r　varr　ouch　mit　mir　heim（wer　mit　mir　von　Hause　fahre，　der　fahre　auch　mit　mir
heim）・すでic決．定した行爲が問題となるときでさえ直接法のほかに接績法も用いられた．　got
mUeze　lm　lδnen　daz　6r　mir　weege　s3（m6ge　Gott　es　ihm　lohnen，　daB　er　m｛r　geneigt
ist）．
暇定的非事冥をあらわす副文には過去形の接籔法が用いられ，この副文は通常前置文となつた．
waerer　niht　min　h邑rre，　ich　hetez　nimmer　getan（ware　er　nicht　mein　Herr，　so　h甜e
ich　es　niema王s　getan）．
條件が實現するか否かが不問に附せられてv・る條件文には，Mhd．では現在形の接演法が用いら
れて，接績詞は省加れた．behabe　er　die　meisterschaft，　sδwird　ich　sfn　wSp（wenn　er
die　Oberhand　behauptet，　so　werde　ich　sein　Weib）．
　　副文におV・て否定の前綴en－，後綴一ne，－nは接綴法Z）勤詞と結んで，　wenn　nicht；es　sei
denn，　da6；從ってohne　claS，　auSer　daBの排除的意味に用いられた．　己§n　lfp　wll　ich
verliesen，　si　enw＆rde　mln　wfp（das　Leben　wm　ich　verJieren，　wenn　sie　nlcht　mein
Weib　w元rd）．
　　Nhd．のwie；als　obに當るsam（e），　alsam（e）に導かれる副文および自的文章にはNhd．
と同じく接績法が用V・らオした．
　　dazに導かれる名詞文章におレ・て，出來事が先づ意圏されたこととしてか，または緊念に必
要なこととして考えられるとき接績法が用いられた．bite　in　daz　er　mir　holt　s宝（bitte　ihn
darum，　daS　er　mir　treu　ist）．
　　Sagen，　Denken，　Glauben等の意味の動詞をもつ主文に從霧する名詞文章において，その
丙容が堅なる主張，意見として考えられるか，また．は享登として見倣されるかに懸じて，前者には
接綾法，後者には直接法が用いられたことはNhd．と同じであるが，しかしMhd．では多くの場
合に・接績法が用V・られた．接綾法：ine　trtiwe　es　niht　daz　es　immer　gesehehe（ich
glaube　es　nicht，　daB　es　immer　geschehe）．　直接法：des　wi正ich　niht　getr食wen　daz色s
immer　geseh漁土（das　wi1l　ich　nicht　glauben，　da猛es　immer　geschieht）．
　　副文の内容を否定する否定の主文に從罰する名詞文章，斌況語文章，關係文章には接漬法が
用いられるのが通常であった．　　6z　mac　n三mmer　geschehen，　daz　ich　iuwer　wip　w世de
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22
（es　mag　nimmer　geschehen，　da島ich　Euer　Weib　werde）．
　　一殻的なものを意味する關係文章では直接法のぼかに接績法も用いられた．swen　ir　kum－
bers　llu　gez6m，　der　tuot　es　Ane　m2nen　r自t（wem　ihre　Bedrangnis　gef2il］t，　der　tut　es
ohne　meinen　Rat）．
　　やむを得なV、（es　ist　notw飽dig），通常である（es　ist　gewδhnlich），　もっともである
（es　ist　recht）等の意味をもつ主文につづく名詞文章には通常接溺法が用いられた．｛ch　han
des戊ht　daz　mln　lfp　tr6rec　s輌（es　ist　mir　recht，　daB　ich　traur逗bin）．
　　形容詞の比較形につづいたdanneに導かれる副文には，支配する主文が肯定的であるときp．
概して接絞法が用いられたが，否定的のときにはぼとんど例外なしに直接法が用いられた．接績
法：ich　wirde　werder　danne　ich　s1（ich　werde　herr正icher　als　ich　bin）．　直接法：ichne
bedarf　m合danne　ich　h麺（ich　bedarf　nicht　mehr　als　ich　habe）．副文がa（ehe），6
danne（eher　als），6daz（ehe　daB）に導かオしるときも1司様であった．
　　時として副文に，通常用いられる接績法の代りに命令形が用V・られた．ich　sage　dir　waz
du　tuo（ich　sage　dir，　was　du　tun　sollst）．
以上がMhd．におヤ・て用いられた接績法の概略の解説である．
　　接纏法の使用に闘してもMhd・からFruhnhd・それからNhd．と時代の護展につれて言語
感畳が新たにされてきて，表現形式が鍵ってきている．Nhd．においては，とりわけ猫立文では
接綾法よりむしろ話法Z）助動詞による帯き換えがしばしば行われる．　願望の表現としてGott
seh嵐ze　uns！よりはGott　soU（m5ge）uns　schutzen！の方が一層自1然的とされてい之．認
容をあらわすための接絞法の使用も古風となってV・る・　sei　dem，　wie　es　wolleより話法の助
動詞をもってmag　dem　sein，　wie　es　wolle・と言われる・　閻係文章に命令の接績法の使用も
時代おくれの感じを與える．　Er　setzte　nun　einen　K6nig口ber　uns，　der　uns　r呈chte．
（Luther）　翻係文章はder　uns　richten　so1Lと改められる方が現今の雷語感畳に合致する．
　　Woll頭，　Bitten，　Annahme等の意味の動詞の主文に從属する名詞文章には以前は接績法が
しばしば用いられた・Mein　Vater　tracht（∋t　darnach，　daB　er　dich　t5te．（Luther）現今で
は短縮の許される副文は接績法の代りに，zuを件う不定法をもって短縮されることが多い．　從
ってdaSおよび主語は省略されて，　daB　er　dich　tδte．はdich　zu　t6tenと短縮されて時代
に自‖した表碗形式を探るであろう．Der　W批versprach　ihm，（daB　er）morgen　mit　dem
frUhesten　in　die　Stadt（gehe）zu　gehert　und　Peter　Munk　als　Zauberer（anklage）
anzuklagen，　und　er　wolle　es　erleben，　setzte　er　hinzu，　daB　man　ihn　verbrenne．
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（Hauff）
これらは根源的表象に封しての感畳が消失レた結果である．
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